
2024年度春学期
授業に関するアンケート総評

同志社女子大学 教育開発支援センター長 奥田紫乃



はじめに
• 「授業に関するアンケート」は、授業の改善を目的として実施され

ているものであり、その回答は個々の授業に対応した結果である

• この総括は、これらのデータを全学的、または学科・科目区分別に

概観することにより、全学的な傾向や各学科の特性を把握し、カリ

キュラム内容の確認や学生の満足度の向上、教員のFDに役立てるも

のである

アンケート概要

• 実施期間：2024年7月9日～7月29日（第13～15週目）
• 標準的な実施モデルとして第14週目（7月16日～22日）の授業冒頭での実施を推奨
• マナビーを用いたオンライン方式
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アンケートの回答率

• 2024春のアンケート

回答率は61.9%

• 2023秋と比較すると

4.6% up

• 2023春と同値(±0)

• 授業最終日(7/29) で

の回答率は49.6%

• 授業終了後の学生へ

の督促メールにより

約10%余上昇

教員にメール督促
(7/16, 19, 22)

学生にメール督促
(7/16, 22, 29, 8/2, 5)

締切
延長

オンライン
による回答



アンケートの回答率

• 学科別では、国際教養学科(81.8%)、

食物栄養科学科(77.8%)の回答率が高

い

• 科目区分別では、スポーツ健康科目

(79.8%)、データ・AI科目(75.9%)、

キリスト・同志社科目(75.3%)、外国

語科目(74.5%)



アンケートの回答率

(2023秋授業に関するアンケート回答率)

• 回答率の傾向が固定化されつつあるため、

各学科・科目区分において、個別に対策

を検討する必要あり



アンケート項目



本学全体のアンケート結果の傾向

• Q11(積極的に意見)以外の項目において、

平均4.0以上の評価

• Q2(理解度の確認)、Q6(理解促進の工夫) 

およびQ14(目標達成の指導)は全学平均

4.5、全ての学科・科目区分4.3以上

• Q9(全体満足)は全学平均4.5、全ての学

科・科目区分4.3以上

＊各項目における全学回答者数のうち「その他」「未回答」
を除いた回答数を母数として算術平均値を算出

理解度の確認

授業レベル

双方向性

フィードバック

理解促進の工夫

自主学習の促進全体満足

積極的に
意見

関連分野

目標達成

目標達成
の指導

遠隔授業

• 全学的に、教員は学生の理解促進・目標達成

に尽力し、学生は授業に概ね満足している
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学科別のアンケート結果の傾向

国際教養
(n=1226)

こども
(n=2311)

英文
(n=2781)

• 国際教養学科は、全ての項目において

高評価

• 現代こども学科、英語英文学科、日本

語日本文学科も評価が比較的高い

• Q11(積極的に意見)やQ4(双方向性)、

Q2・Q6(理解度の確認・工夫)の評価が

全学平均より高い

日学
(n=1758)

理解度の確認

双方向性

フィードバック

理解促進の工夫

自主学習の促進全体満足

積極的に
意見

関連分野

目標達成
の指導

• 教員と学生、学生同士の双方向性や、学生の

積極的性を向上させることが授業評価の向上

につながる
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学科別アンケート結果の傾向

音楽
(n=1398)

メディア
(n=2474)

社シス
(n=4588)

薬
(n=3625)

看護
(n=1644)

生活
(n=1452)

食物
(n=1185)

食管
(n=1513)
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科目区分別アンケート結果の傾向

共通
(n=3090)

キ・同
(n=2122)

外国
(n=5027)

スポ・健
(n=1346)

• 教職科目は全ての項目において高評価

教職
(n=1644)

データ・AI
(n=186)

評価の低い項目について、各学科・

科目区分で対応を検討
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教員に求める工夫

• 全学平均値では、19%の

科目で「わかりやすいス

ライド・板書」に工夫が

求められている
「わかりやすいPPT、板書」に工夫を求める回答率(学科・科目区分別)
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• 全学平均値では、16%の

科目で「聞き取りやすい

話し方」に工夫が求めら

れている
「聞き取りやすい話し方」に工夫を求める回答率(学科・科目区分別)
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授業外学習時間について

• 全学の73%の科目で授業外

学習時間が1時間未満

• 食物・食管で2時間以上の

学習時間をもつ割合が高い

• 国際・薬・食管の40%以上、

メディア・看護・英文・食

物の30%以上の科目で1時

間以上の学習時間

1週あたりの授業時間外学習時間 (学科・科目区分別)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=38250)
音楽 (n=1398)

メディア (n=2474)
国際 (n=1226)

社シス (n=4588)
こども (n=2311)
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看護 (n=1644)
英文 (n=2781)
日学 (n=1758)
生活 (n=1452)
食物 (n=1185)
食管 (n=1513)
共通 (n=3090)
キ・同 (n=2122)
外国 (n=5027)

スポ・健 (n=1346)
教職 (n=524)

データ・AI (n=186)

3時間以上 2〜3時間 1〜2時間 30分〜1時間 30分未満 その他



授業で向上した力 (DWCLA10)

全学
(n=38250)

• 授業で伸びたと感じる力は思考力(57.3%)が最

も多く、次に分析力(37.1%)が多い

• 自己管理力(27.1%)、創造力(25.6%)、コミュニ

ケーション力(22.5%)、自己実現力(21.2%)がそ

れに続く

(%)

• 各学科・科目区分の特性にもよるが、教員と学生、

学生同士の双方向性や、学生の積極的性を向上さ

せることで、コミュニケーション力やプレゼン力、

自己実現力の向上に繋がる可能性あり



授業で向上した力 (DWCLA10)

国際教養
(n=1266)

メディア
(n=2474)

食物
(n=1185)

• 国際教養学科では、思考力(60.4%)のほ

か、分析力 (47.1%) 、自己管理力

(41.1%)も約4割以上

• 現代こども学科では、創造力(38.5%)、

思いやる力(28.0%)、プレゼン力

(27.8%)、メディア創造学科では創造力

(48.3%)、食物科学専攻では分析力

(48.5%) など、各学科の学びの特性が

みられる

こども
(n=2311)

• 各学科の特性を考慮しながら4年間で全

ての項目が獲得されることが望まれる
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必修科目だから

授業内容に興味

成績評価に興味

授業方法に興味

先輩・友人のすすめ

その他

回答率(%)

データサイエンス・AI科目区分
• この授業を履修した理由において、「必修科目だから(68.3%)」のほか、「授業内容

に興味があったため(27.4%)」の回答

• この分野の学びをさらに深めたいとの回答は76.9%であり、履修学生の3/4はさらに

関連分野を学ぶ意欲あり

• 分析力(44.6%)、自己管理力(36%)が向上したとの回答

この分野
の学びを
さらに深
めたいか

そう思う(40.9%)

やや思う(36.0%)

あまりそう思わ
ない(13.4%)

そう思わない
(13.4%)

DWCLA10
この授業を履修

した理由

(n=186)



まとめ

• 2024年度春学期のアンケート回答率は61.9%、前年度秋学期比＋4.6%、前

年度春学期比±０%であった。教員への実施督促を継続するとともに、学

生に対する回答促進方策を引き続き検討する

• 全学アンケート結果は良好であり、教員は学生の理解促進・目標達成に尽

力し、学生は授業に概ね満足していることが読み取れるが、スライド作成

や板書、話し方において工夫の余地がある

• 時間外学習時間が1時間未満の科目は全学の約7割であり、自習学習を促す

ための工夫が教員に求められる



付録:回答基準 【回答基準】	Q1〜Q7、Q9、Q1 1〜Q1 2、Q1 4〜Q1 5、Q1 8
５:そう思う	Agree　 ４:ややそう思う	Som ewhat	Agree　 ３:あまりそう思わない	Som ewhat	D isagree
　 ２:そう思わない	D isagree　 その他：未回答	Unanswered

Q8 :	５.分かりやすいパワーポイント板書	Effective	use	of	teaching	aid s	such	as	p ower	p oint	slid es
or	b oard work　 ４.聞き取りやすい話し方	Clear	and 	strong	voice　 ３.教科書や配布資料の活用
Effective	use	of	textb ook	and 	hand outs　 ２.マナビーの活用	Effective	use	of	Manavi	system　 １.ト
ラブルへの対応	Troub le	shooting　 その他：未回答	Unanswered

Q1 0 : 	５.3時間以上	3 hrs.	or	m ore.　 ４.2時間以上3時間未満	2 hrs.	to	less	than	3 hrs.　 ３.1時間以
上2時間未満	1 hr.	to	less	than	2 hrs.　 ２.3 0分以上1時間未満	3 0 m in.	to	less	than	1 hr.　 １.3 0分未
満	less	than	3 0 m in.　 その他：未回答	Unanswered

Q1 3 : 	５.授業内容に興味・関心があった	Interest	in	the	class	contents　 ４.授業方法に興味・関心が
あった	Interest	in	the	m ethod 	of	class	instruction　 ３.成績評価方法・基準に興味・関心があった
Interest	in	the	grad ing	m ethod　 ２.先輩や友人等のすすめ	Recomm end ation	from 	seniors	or
friend s　 １.卒業又は又は免許・資格取得のための必修科目だから	Req uirem ent	for	the
grad uation	and 	sp ecific	license	or	q ualification　 その他：未回答	Unanswered

Q1 6 : 	５.分析力	Analytical	ab ility　 ４.思考力	Thinking	p ower　 ３.創造力	Creative	ab ility　 ２.プレ
ゼンテーション力	Presentation	skill　 １.コミュニケーション力	Com munication	skill　 その他：未回答
Unanswered

Q1 7 : 	５.リーダーシップ力	Lead ership　 ４.思いやる力	Cap acity	for	comp assion　 ３.変化対応力
Resp ond ing	to	change　 ２.自己管理力	Self-m anagem ent	p ower　 １.自己実現力	Ab ility	for	self-
realization　 その他：未回答	Unanswered
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